
小
特
集

保
護
者
・
保
証
人
と
大
学
の
関
係
性
と
は

保
護
者
と
の
関
係
づ
く
り
の
意
義
と
課
題

吉

武

博

通

●
筑
波
大
学
大
学
研
究
セ
ン
タ
ー
長
・
ビ
ジ
ネ
ス
サ
イ
エ
ン
ス
系
教
授

●
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
誠
実
な
対
話

一
二

〇
万
人

の
踊
り
場
に

あ
る
一
八

歳
人
口

が
ふ
た
た
び
減
少

に
向

か
う
二

〇
一
八
年

問
題
を
は
じ

め
、
大

学
を
取
り

巻
く
環
境
は

一
層
厳

し

さ
を

増
し
て

い
る
。
社
会

は
大
学

の
教
育
研
究

に
強

い
期
待

を
寄
せ

る
一
方

で
、
変

わ
ら
な

い
大
学

に

い
ら
だ

ち
、
改
革

の
加
速
を
迫

る
。

大

学
は
改
革
を

怠
っ
て
き

た
わ
け
で

は
な

い
。
国
公

私
立
を
問

わ
ず
、

改
革

は
今

や
日
常
語

と
化
し

、
改
革
と

い
う

言
葉

に
せ
き
立
て

ら
れ

る

よ
う

に
多
様
な
取
り

組
み
に
時
間

と
労
力

を
費

や
し

て

い
る
。

社
会

が
大
学

に
何
を
期
待
し

、
そ

の
期
待

に
大

学
は
ど
こ
ま
で

応
え

る
こ
と

が
で
き
て

い
る
の
か
と

い
う
問

い
に
、
明
確

に
答
え

る
こ

と
は

難
し

い
。
そ
も
そ

も
期
待
す

る
主
体
と
し

て
の
社
会
と

は
何
か
、

そ
れ

自
体

が
抽
象
的
で

あ
り
、
そ

の
期
待
も
観

念
的
な
も

の
に
な
り

が
ち
で

あ

る
。

ま
た
、
大

学
ご
と
に
置

か
れ
た
状
況

も
異

な
り
、
大
学
を

ひ
と

く
く
り

で
論
じ

る
こ

と
の
限
界

も
あ

る
。

大
切

な
こ
と
は

、
個
々

の
大

学

が
そ

れ
ぞ
れ
の

ス
テ
ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

と
対
話

を
重
ね
、
そ

の
期
待
を

じ
か
に

感
じ
取

り
、

教
育
や
研
究

の
高

度
化
に

つ
な
げ
て

い
く
こ
と
で

あ
る
。
そ

の
ス
テ

ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
と

は
、

学
生
、
卒
業
生

、
保

護
者
、
寄
付
者
、
高
校
・
進
学
予
備
校

、
企
業
・
機
関
・

団
体
、

学
界
、

マ
ス
コ
ミ
、
国

・
自
治
体

、
地
域
社
会

な
ど
で

あ
る
。

こ

の
中
で
、
当

該
大
学
と
一

対
一
の

関
係
で
よ
り

強

い
利
害

関
係
を
も

つ
の
が
学
生
、

卒
業
生
、

保
護
者
で

あ
る
こ
と
は

言
う
ま
で

も
な

い
。

●
保
護
者
と
の
対
話
を
通
し
た
教
育
改
革
の
加
速

特

に
保
護
者

は
、
私
立
大

学
に
お

い
て
は
最
大

の
、
国
公

立
大
学
に

お

い
て
は
国

・
自
治
体

に
次

ぐ
費
用
負

担
者
で

あ
る
。
大
学

が
教
育
研

究
活

動
の
状
況

や
成
果
、

経
営
状
態

に
つ

い
て

説
明

責
任
を
負

う
こ
と

は
当

然
で
あ

る
。
そ
れ

に
基
づ

い
て
対

話
を
重
ね

る
こ
と
で

、
大
学
に

対
す

る
期
待

や
要

望
を
よ
り

具
体
的

に
把
握
す

る
こ

と
も
で

き
る
。
こ

れ
ら

は
、
保
護

者
と
の
関
係

づ
く
り

に
お
け

る
必
須

か
つ
基
礎

的
な
要

素
で

あ
り
、

保
護

者
の
立
場

に
立

っ
た
正

確
な

情
報
の
提
供
と

誠
実
な

対
話

を
通
し
て

、
大
学

に
対

す
る
信

頼
も
よ
り
確

か
な
も

の
に
な
る
。

保
護
者

が
特

に
知
り
た

い
の
は
、
そ
の
大
学

の
強
み
、
教
育
に

関
す

る

考
え

方
や
方
針

、
具
体

的
な
教
育
内

容
と
方
法

、
そ

れ
に
よ

っ
て
身

に
つ

く
能
力

、
卒
業
後

の
進
路
な
ど
で

あ
ろ
う
。
い
ず

れ
も
大
学
教
育

の
根
幹

を

な
す
事
柄
で

あ
り
、
全

体
を
一
貫
し

た
ス
ト

ー
リ
ー
と
し
て
語

り
、

一

つ
一
つ
に
つ

い
て
も
明

確
に
答
え
ら

れ
る
か

が
鍵
と
な

る
。

ま

た
そ
こ

に
は
、
情
報
発
信

と

い
う

問
題
を
超
え

た
教
育
改
革

そ
の

も

の
に
関
わ

る
本

質
的
な
問

題
が
あ

る
。
保
護
者

が
知
り
た

い
こ

と
に

ど
う

答
え

る
か
と
い
う
視
点

で
、
教
育

の
現
状
を
点

検
し
、
不
十

分
な



点
を
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、
教
育
改
革
の
加
速
に
つ
な
げ
て
い
く
と

い
う
姿
勢
が
何
よ
り
も
重
要
で
あ
る
。

●
方
針
の
明
確
化
と
戦
略
的
な
展
開

こ
の
よ
う
な
基
盤
が
あ
っ
て
こ
そ
、
学
生
募
集
戦
略
に
お
け
る
保
護

者
へ
の
働
き
か
け
、
入
学
後
の
学
生
生
活
や
就
職
活
動
に
お
け
る
保
護

者
と
の
連
携
、
卒
業
後
の
長
き
に
わ
た
る
大
学
へ
の
支
援
と
い
っ
た
関

係
が
有
効
に
機
能
す
る
。

多
く
の
大
学
が
募
集
戦
略
の
一
環
と
し
て
保
護
者
へ
の
働
き
か
け
を

強
め
て
い
る
。
受
験
生
の
保
護
者
を
対
象
と
し
た
説
明
会
や
、
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
場
を
利
用
し
た
説
明
・
相
談
な
ど
に
力
を
入
れ
る
大

学
も
増
え
て
き
て
い
る
。
こ
の
段
階
で
の
最
も
重
要
な
課
題
は
、
自
校

の
魅
力
を
い
か
に
簡
潔
に
表
現
し
、
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う

点
で
あ
る
。
ま
た
、
保
護
者
の
疑
問
に
正
直
に
答
え
る
姿
勢
も
大
切
で

あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
惰
報
を
容
易
に
入
手
で
き
、
大
学
を
見
る
目
も
厳

し
さ
を
増
す
中
、
上
辺
を
と
り
繕
う
よ
う
な
対
応
で
は
信
頼
を
得
る
こ

と
は
で
き
な
い
。

大
学
入
学
後
の
学
修
や
学
生
生
活
、
就
職
活
動
を
保
護
者
の
立
場
で

支
援
す
る
こ
と
も
重
視
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
入
学
後
、
い
か
に
円
滑

に
大
学
で
の
学
修
・
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
か
は
、
そ
の
後
の
成
長

を
左
右
す
る
だ
け
で
な
く
、
就
職
活
動
、
さ
ら
に
は
就
職
後
の
活
躍
に

も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
意
欲
が
わ
か
な
い
、
授

業
に
つ
い
て
い
け
な
い
、
大
学
に
な
じ
め
な
い
な
ど
の
理
由
に
よ
る
ド

ロ
ッ
プ
ア
ウ
ト
は
、
多
く
の
大
学
に
と
っ
て
最
大
の
課
題
の
一
つ
に
な

っ
て
い
る
。
一
義
的
に
は
教
員
や
職
員
が
本
人
を
支
援
し
、
本
来
の
軌

道
に
乗
せ

る

べ
き
で

あ
る
が
、
保

護
者
と
連
携

す
る
こ
と

で
、
状
況
を

的
確

に
把
握
し
、
よ
り

有
効
な
支

援
を
行
え

る
可

能
性
も

あ
る
。

一
方

で
、
保
護
者

に
過
度
に
依

存
す

る
こ
と

は
学
生
本
人

の
自
立
を

遅
ら
せ

る
こ

と
に
も

な
る
。

グ
ロ
ー

バ
ル
人
材

の
育
成

が
叫

ば
れ
て

い

る

が
、
自
立
し

た
個
人

が
、
多
様
性

を
尊
重
し

つ
つ
協
力
し
合
う

こ
と

が

そ
の
本
質

で
あ

る
。
し
た

が
っ
て
、
就
職
活
動
に

ま
で
保
護
者

の
関
与
を

期
待
す

る
こ

と
に
は
慎

重
で
あ

る
べ
き
だ
と
考
え

る
。
た
だ
、
学
生

が
保

護
者

の
意
向

を
意
識
し

て
、
会

社
の
知
名

度
な
ど
に
こ

だ
わ

る
結

果
、
自

分
の
力
を

発
揮
で
き

る
就
職
先
を
見

つ
け
ら

れ
な
い
と

い
う

状
況
も
考

え

ら
れ

る
。
そ
の
た

め
に
、
就
職

活
動
に
入

る
前
の
時
点

で
、
就

職
を
取

り

巻
く
環

境
、
就
職

先
選
び
の

ポ
イ
ン
ト
、
大
学

が
行

う
就
職
支

援
な
ど

に
つ

い
て

、
保
護
者
に

適
切
な
情
報

を
提
供
し

て
お
く
必
要
も

あ
る
。

こ
の
よ
う

に
保
護
者
と

の
関
係
の

あ
り
方
は

、
場
面
に
よ

っ
て
異
な

る
だ
け
で

な
く
、
個

々
の
学
生
と
保
護

者
と
の
関

係
に
よ

っ
て

も
異
な

る
も
の
と
思

わ
れ

る
。
し

た
が
っ
て

、
状
況
に
応

じ
た
柔
軟

か
つ
き
め

細
か
な
対
応

が
求
め
ら

れ
る
こ

と
に

な
り
、
そ

の
分

、
手
間
も
コ

ス
ト

も
か
か

る
こ

と
に
な

る
。

だ
か
ら
こ
そ

、
保
護
者

と
の
関
係

づ
く
り
に
関

す
る
大
学
と
し

て
の

考
え

方

や
方

針
を
明
確

に
し

、
学
内
で

広
く
共
有
し

な
が
ら
、

戦
略
的

に
展
開
し
て

い
く
必
要

が
あ
る
。

大

学
自
身

が
自
校
を
知
り

、
誠
実
に
対

話
を
重
ね

な
が
ら
、
教

育
改

革

を
加
速

さ
せ

、
長
期

に
わ
た
る
信
頼

を
構
築
す

る
。
保
護
者
と

の
関

係

づ
く
り
は
、

将
来
に
向
け

て
持
続

・
発

展
す

る
大

学
づ
く
り
そ

の
も

の
で
あ

る
。



小
特
集

保
護
者
・
保
証
人
と
大
学
の
関
係
性
と
は

ベ
ア
レ
ン
ツ
デ
ー
・
地
域
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム

古

谷

修

一

●
早
稲
田
大
学
教
務
部
長
・
法
学
学
術
院
教
授

●
大
学
に
お
け
る
ペ
ア
レ
ン
ツ
デ
ー

早

稲
田
大
学

で
は
、
学
生

の
保
証
人

の
方

々
を
対
象

に
、
当
学

の
教

育
理

念
や
学
生
を
取

り
巻
く
現

況
な
ど
へ

の
理
解
を
深

め
て

い
た

だ
く

機
会

と
し
て
、

学
部
単
位
で

ペ
ア
レ
ン

ツ

デ
ー
を
開
催

し
て

い
る
。
こ

こ

で
は
、
法
学

部
に
お
け

る
取

り
組
み
を

例
と
し
て
紹
介

し
た

い
。

二

〇
一
四
年

度
の
法
学
部

ペ
ア
レ
ン

ツ

デ
ー
は
、
一
一
月

一
日
（
土
）

に

開
催
さ
れ
た

。
ご
子
息

・
ご
息
女
の
通
う
大

学

の
雰

囲
気
を
感

じ
て

い
た
だ
く
た

め
、

毎
年
、
学
園

祭
（
早
稲
田

祭
）
と
同
日

に
開
催
す

る

こ
と

と
し
て

い
る
。
対
象
は
二

年
生
の
保
証

人
で
、
今

回
は
対
象

保
証

人
計
七

七
七
世

帯
の
う
ち
三
五

六
名
の
参
加

が
あ

っ
た
。
三

年
生

か
ら

本
格

的
に
始
ま

る
就
職
活
動

を
前
に
、
進

路
、
就
職

に
関
す
る
情
報

を

提
供

す
る
こ
と

も
大
き
な
目

的
と
し
て
お
り

、
そ

の
内

容
は
以
下

の
よ

う
で

あ
る
。

【
ペ
ア
レ
ン
ツ
デ
ー
】

〈
説
明
会
〉

・
パ
ネ
ル

デ
ィ

ス
カ
ッ

シ
ョ

ン
（
法
学

部
学
生
）

・

カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
に

つ
い
て

（
法
学
部

教
務
担
当
教

務
主
任
）

・
学
生
生
活

に
つ

い
て

（
法

学
部
学
生
担
当

教
務
副

主
任
）

・
進
学
・
就
職

に
つ

い
て

（
当

学
職
員

、
法

学
研
究

科
学
生
、
法

学

部
民

間
企
業
内

定
学
生
）

・
法
科

大
学
院
進

学
に
つ

い
て

（
法
務
研
究
科

教
務
主
任

、
法
務
研

究
科

学
生
）

〈
個
別

相
談
会
〉

・
成
績
・
就
職
・
留

学
な
ど
に
関

す
る
個
別
相

談
（
法
学
部

教
職
員
）

こ

の
う

ち
、
法
学

部
学
生
三
名

に
よ
る

パ
ネ
ル

デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

の
テ

ー
マ
は
、
一
週

間
の
学
習

の
流
れ
、
法
学

部
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
、
現

在
特
に
力

を
入
れ
て
取

り
組
ん
で

い
る
こ
と
、

課
外
活
動
、

就
職
活
動

な
ど
多
岐

に
わ
た
り

、
幅
広
く
法

学
部
で

の
学

生
生
活

や
将

来
に
つ

い

て
話
し

て
も
ら

っ
た

。
こ
う
し

た
形

で
当
学

の
教
育
活
動

や
学
生
生
活

全
般
の

情
報
を
得
ら

れ
る
こ
と
は

、
保
証
人

に
と
っ
て
も
貴
重

な
機
会

で
あ
り
、
今

後
の

ご
子

息
・

ご
息
女

と
の
関

わ
り

方
に
つ

い
て
考
え

る

よ

い
契
機

と
な

っ
て

い
る
と
思

わ
れ
る
。

●
地
域
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
け
る
父
母
会

ペ
ア
レ

ン
ツ

デ
ー

は
、
学
生

の
保
証
人
の
方

々
に
大
学
ま

で
お
越
し

い
た
だ
く
行

事
で

あ
る
が
、
こ

れ
と
は
別
に
、

全
国

各
地
で
父
母

会
も

開
催
し
て

い
る
。
当

学
で
は
、
教
員

の
研
究
成

果
を
地
域
へ

還
元

し
、

各
地
域

の
方

々
に
本

学
を
よ
り
深
く

知
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
と

し
て
、
二

〇
〇
九
年

度
か
ら
首

都
圏

の
一
都
三
県

（
東
京

・
埼
玉

・
千



葉
・
神
奈
川
）
を
除
く
す
べ
て
の
道
府
県
に
お
い
て
、「
早
稲
田
大
学

地
域
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
毎
年
一
回
ず
つ
開
催
し
て
お
り
、
こ
の
機

会
を
利
用
し
て
、
同
時
に
以
下
の
よ
う
に
父
母
会
も
実
施
し
て
い
る
。

【
地
域
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
】

〈
父
母
会
〉

・
教
学
・
キ
ャ
リ
ア
に
関
す
る
説
明
（
当
学
職
員
）

・
学
生
生
活
に
つ
い
て
（
地
元
出
身
学
生
）

・
父
母
懇
談
（
保
証
人
・
地
元
出
身
学
生
）

・
教
学
・
キ
ャ
リ
ア
に
関
す
る
個
別
相
談
（
当
学
職
員
）

〈
進
学
相
談
会
〉

・
本

学
進
学
希
望

者
や
そ

の
父
母

と
の
個
別

相
談

（
当

学
職
員

）
　

〈
講
演
会

〉

・
早
稲
田

大
学

の
現
況

や
展
望

に
関
す

る
講

演

（
総

長
・
理
事

）
　

こ

般
講
演
（
当

学
教
員
）

地
域
交

流
フ
ォ

ー
ラ
ム
の
過
去
五

年
間

の
平

均
で
見

る
と
、
一
地

域

当

た
り

の
父
母

会
参
加

者
数
は
約
五

四
名
、
個

別
相
談
件

数
は
約
二

〇

件

、
講
演
会

参
加
者

数
は
約
八
三
名

と
な

っ
て

お
り
、
と
り

わ
け
地
元

出

身
の
学
生

に
よ

る
プ
レ

ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
は

各
地
で
好

評
で
あ

る
。

こ

の
取
り
組

み
に
よ

っ
て
、

ペ
ア
レ
ン
ツ

デ
ー
へ
の
参
加

が
難
し

い
地

方

在
住
保
証
人

の
方

々
に
も
大
学

を
身
近
に

感
じ
て

い
た
だ
き
、
日

頃

接
す

る
こ
と

の
少
な

い
大

学

に

お
け

る

ご
子

息
・

ご
息
女

の
様
子

を
知

る
機

会
と
な

れ

ば
と
願

っ
て

い
る
。

保

証
人
の
方

々
か
ら
の
大

学
教
育

に
対
す

る
要

望

や
期

待
を

的
確
に
把
握

し
、
そ

れ

を
大
学

の
改
善

に
適
切
に
反

映
さ
せ

て

い
く
意
味

で
、
こ

う
し

た

ペ
ア
レ

ン
ツ

デ
ー
、

地
域
交

流
フ

ォ
ー
ラ
ム
を

さ

ら
に
充

実
さ
せ

て
い
く
必
要

が
あ

る
と
考
え

て
い
る
。



小
特
集

保
護
者
・
保
証
人
と
大
学
の
関
係
性
と
は

父
母
の
会
の
活
動
に
つ
い
て

鹿

島

久

幸

●
松
山
大
学
総
務
部
次
長

松
山

大
学
父
母

の
会
は
一

九
七
三

（
昭
和
四

十

八
）
年
に
発
足

し
、

今
年
で
四

三
年
目
を

迎
え

る
。

松
山
大

学
は
、

教
育
理
念
と
し

て
「
真
実

」
「
実
用
」
「
忠
実
」

の
三

つ

の
「

実
」
か
ら

な
る
校
訓

「
三

実
」
を

掲
げ
て
お
り

、
校
訓

に
薫
化

し
た
、

社
会
に
役
立

つ
人
材

づ
く
り

が
大

学
の
大
き

な
使
命
で

あ
り
、

大
学
と
父

母
の
会

が
協
力
し
合

っ
て
多
種
多

様
な
支

援
活
動
を
展

開
し

て

い
る
。

父
母

の
会
役
員

は
、
会
長

一
名
、
副
会
長
若
干

名

（
七
、
八
名
程
度

）
、

幹
事

（
各
学
年

一

〇
名
以

上
）
、
監
査

二
名

で
、

父
母

の
会
を

運
営

す

る
う
え
で

の
重
要
事
項

は
、
年

に
三

回
程
度

開
催
す

る
父
母
の
会

役
員

（
会
長

・
副
会
長

・
監
査
）
と
大

学
事
務
局
と

に
よ

る
協
議
に

お
い
て

決
定
し
て

い
る
。
日

常
の
事
務

的
業
務
は
す

べ
て
大
学

側
か
行

っ
て
お

り

、
総

務
部
庶
務
課

校
友
会
事

務
室
主
任

が
主

た

る
担
当

者
と
な
り

、

加
え
て
庶

務
課
員

が
サ

ポ
ー
ト

を
行

っ
て

い
る
。

以
下

、
父
母
の
会

の
諸
活
動

の
一
端
を
紹
介

す

る
。

（
1）

地
区
別
懇
談
会
・
講
演
会

父
母

の
会

の
事
業

の
中
で
最

も
力

を
入

れ
て

い
る
も

の
で
あ
り

、
毎

年
一
〇
月

か
ら
一
一
月

に
、
松
山

（
本
学
）
会

場
を
含

む
西
日
本

一
六

会
場

で
開
催
し

て

い
る
。
開
催
地
区

は
愛
媛
県
内
五

会
場

（
本
学
を
含

む

）
、
愛
媛
を

除
く
四
国
三
会

場
、
山
陰
を

含
む
中
国
四
会

場
、
九
州
・

沖
縄
三

会
場
、

そ
し
て
本

学
の
セ
ミ

ナ
ー
ハ

ウ
ス

を
利
用
し
て

開
催
す

る
西
宮

会
場
で

あ

る
。

開
催
に
あ
た

っ
て
は
、
父
母

の
会

か
ら
役
員
一

名
、
大

学
か
ら
は
学
長
（
本
学
会
場

の
み
）
、
副

学
長
ま
た

は
学
部
長
（
本

学
会
場
以

外
）

の
ほ
か
、

教
務
部
、

キ
ャ
リ
ア
セ

ン
タ

ー
事

務
部
、
学

生
部

な
ど
の
職

員
数
名

が
同

行
し
、
温

山
会

（
同

窓
会

）
役
員

や
文
京

会

（
卒
業
生

の
父
母

の
会
）

役
員

が
出
向

い
て
あ

い
さ
つ
を
行
う

会
場

も
あ

る
。

同
懇

談
会
・

講
演
会
で
は

、
内

定
を

勝
ち
取

っ
た
四

年
次
生

に
よ

る

「
就
職
活

動
体
験
談

」
や
、
キ

ャ
リ
ア
セ

ン
タ
ー
課

の
職

員
に
よ

る
「
就

職
講

演
会
」
、

そ
し

て
最

後
に
「

個
別

懇
談
会

」
を
実

施
し

て

い
る
。

中
で
も

最
後
の

「
個
別
懇
談
会

」

が
本
事

業
を
最
も

特
徴
的
な

も
の
と

し
て
位

置

づ
け
て

い
る
も

の
で
あ

る
。
個
別

懇
談
会

で
は
、
成

績
表
・

時
間

割
表

を
も
と

に
、

ご
父
母

へ
ご
子
女

の
授
業

へ
の
出
席
状
況

や
単

位
の
取
得

状
況
を

説
明
す

る
と

と
も
に

、
学
生
生
活

全
般
に
対
す

る
相

談

・
質

問
な
ど
に

も
応
じ
て

お
り
、
成
績

の
面
や
学
生

生
活

の
面

で
心

配
を
も

つ
学
生

の
ご
父
母
に

対
し
て
、
早

期
に
情
報
を

提
供
し
、
共

有



す

る
こ

と
に
よ
り

、
学
生

・
ご
父
母

が
一
体
と
な

っ
た

対
応

が
可

能
と

な
り

、
非
常
に
効

果
的
で
あ

る
。

在

学
生
に
よ

る
就
職
体
験
談

は
、
二
年

前
か
ら
新
た

に
企
画
し

た
も

の
で

、
本
学

の
四
年

次
生

か
内

定
を
獲
得
す

る
ま
で

の
就
活

体
験

を
中

心

に
、
自
身

の
学
生
生
活
（
資
格
取
得
・
海
外

留
学
・
課
外
活
動
な

ど
）

を
交
え

て
語
ら
せ

る
も
の
で

あ
る

（
今
年

度
は
一
三
会
場

で
実
施

）
。

（
2）

就
職
支
援

父
母

の
会
の
予
算

費
目

の
中

で
最
も
支
出

が
多

い
科
目

は
「
就
職
活

動
助
成

費
」
で
あ
り

、
本
年
度

は
一
九
〇
〇
万
円

を
計
上
し

て

い
る
。

主
な
助

成
の
内
容
は

、
就
職
活
動

に
お
け

る
学
生
の
「
交

通
費

・
宿
泊

代
」

の
一
部
補
助
及

び
「
S
P
I

対
策
摸
擬
試

験
等

の
受

験
費
用
」

の

補
助

な
ど
で
あ

る
。

地
方
に
立

地
す
る
本

学
の
学
生
は
、

就
職
活
動

の

た
め

の
交

通
費
・
宿

泊
費
の
負

担
が
都
心

部
の
学
生
と
比

較
し
て

か
な

り
重
く

、
首
都
圏
で

の
就
職
を

希
望
す

る
学

生
は
、
平
均

で
も
交
通

費

を
含
み
二

〇
万

円
程

度
の
経
費
を
負

担
し
て

い
る
の

が
実

情
で
あ

る
。

そ

の
た

め
父
母

の
会

で
は
、
松

山
発
着
の
高

速
バ
ス
一
二

路
線
と
広
島

へ
の
船

舶
二

路
線

の
計
一
四
路

線
に
つ

い
て

一
行

程
に

つ
き
五
〇
〇

〇

円

を
補
助
し

、
関
東

・
関
西

・
福

岡
地
区
で

就
職
活
動
を
行

う
学
生

に

対
し
て

は
宿
泊
費
と
し

て
一
泊
五

〇
〇
〇
円
を

補
助
し
て

い
る
（
た

だ

し

、
学
年
に
よ
り

回
数
制

限
あ
り
）
。
そ
の
他
、
三
年
次
生
以

上
に

は
「
就

職
手
帳
」

を
配
布
し

て

い
る

（
中

に
は
学
事
暦

を
含
む

ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル

、

自
己
分
析

シ
ー
ト
、

基
本
マ
ナ

ー
な
ど

が
盛
り

込
ま
れ
て

い
る
）
。

（
3）

そ
の
他
の
補
助

そ

の
他
の
活
動

（
補
助
）
と
し

て
は
、
成

績
が
標
準
単
位

に
足
り

な

い
学
生
の
ご
父
母
を
対
象
に
愛
媛
県
内
外
の
一
〇
会
場
で
五
月
に
開
催

す
る
「
成
績
相
談
会
」
、
課
外
活
動
へ
の
助
成
、
成
績
表
及
び
時
間
割

表
や
学
園
報
の
送
付
、
父
母
の
会
奨
学
金
の
支
給
、
資
格
能
力
取
得
奨

励
金
の
支
給
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
研
修
に
参
加
す
る
学
生
へ
の
交
通

費
及
び
宿
泊
費
の
補
助
、
卒
業
生
へ
の
記
念
品
贈
呈
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
。
（
4）

今
後
の
課
題
な
ど

地
区
別
懇
談
会
・
講
演
会
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
三
年
間
で
毎
年
四
〇

〇
名
程
度
の
参
加
者
が
あ
る
。
ご
父
母
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ

る
と
、
今
年
度
は
三
年
次
生
を
ご
子
女
に
も
つ
参
加
者
が
最
も
多
く
約

三
五
％
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
、
参
加
の
動
機
は
「
就
職
講
演
を
聞
き

た
か
っ
た
か
ら
」
が
一
番
多
い
。

今
後
の
課
題
は
、
毎
年
四
〇
〇
名
以
上
の
参
加
者
数
を
確
保
す
る
た

め
の
開
催
日
程
の
検
討
と
、
リ
ピ
ー
タ
ー
が
増
加
す
る
よ
う
内
容
面
で

工
夫
を
凝
ら
す
こ
と
で
あ
る
。

父
母
の
会
の
財
務
状
況
は
、
概
観
と
し
て
は
健
全
に
推
移
し
て
い
る

も
の
の
、
直
近
の
五
年
間
に
限
っ
て
見
る
と
、
収
入
に
対
し
て
支
出
超

過
の
状
態
が
続
い
て
い
る
。
今
後
は
、
父
母
の
会
が
支
援
す
べ
き
経
費

と
大
学
が
負
担
す
べ
き
経
費
に
つ
い
て
の
検
証
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

今
後
と
も
、
社
会
で
活
躍
で
き
る
有
為
な
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、

学
生
が
安
心
し
て
勉
学
や
課
外
活
動
に
専
念
で
き
る
よ
う
、
父
母
の
会

役
員
と
大
学
事
務
局
と
の
連
携
を
密
に
し
、
一
致
協
力
し
て
父
母
の
会

の
目
的
で
あ
る
「
子
女
の
教
育
の
充
実
」
を
図
っ
て
い
き
た
い
。




